




の日中合同大会を， 5月 28日から30日の 3 日間，
北京で開催した。
大会は， 3 つの会場で， 地震予知をはじめ 6つ
のセッシ ョ ンに分かれて， 日本側から約60名 （当
センタ ー から 3 名が参加）と中国側から約 120名
が参加して行 われた。
この大会では， 当センタ ー から， G P S 観測の




全体の報告の中で， 特に興味を引 いたテー マは，
地震活動度の定量化の方法， 地震の時系 列による
地震活動のタ イ プの決定の方法 に関する研究など
があった。また，中国側は地震予知 にかなり重点
を置 いた，い わば実用的な研究に重点が置かれて







委託 による 「計算機システムの耐震実験」が 6月




は，振動台上 にフリ ー ア クセスフロアを製作し，
その上 に計算機システムを設置し， 実際の稼働状
態で振動実験を行うものである 。
｀ 震源決定された地 震の総数は 1 ,085個で，4月 の
772 個に比べると多い。しかし，M4 以上の地震
は8 個で，そのうち4 個は 150km以深の地震， 2 
個は海域の地震である。 残りの 2 個のうち， ひと
つは 5月9 日茨 城県南西部 深さ65k m (M 4. 7 ) ,  
もう ひとつは 5月 17日銚子付近深さ47 km (M 4 . 5)  
の地震である。 伊豆半島東方沖では， 5月22日か
ら群発活動が活発化し， ピーク時25日に は 1 日で
77個の地震が観 測された。 その後，この活動は 沈
静化 に向かっている。5月中に，164個 の地震が
観測された。 また，静岡・山梨県境で， 5月 10日
から26 日にかけて，最大地震M2. 0 , 総数26個の
極小規模の群発的地震活動が 見られた。
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国側委員一 行 （本所）
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